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令和５年度第２回公立大学法人福知山公立大学教育研究審議会 議事録 

 

日 時：令和５年 11 月 22 日（水）13 時 00 分から 15 時 00 分まで 

場 所：福知山公立大学４号館４階会議室 

出席者： 

（委員）川添信介委員、西田豊明委員、倉田良樹委員、池野英利委員、山田篤委員、 

畠中利治委員、井上直樹委員、倉本到委員、坂根文伸委員、中村佳正委員 

（事務局）岸本範義、小林憲彦、荻野美代子、内田晩穂、竹元啓、足立瞳 

欠席者：今井一之委員、岡田知弘委員、落合登志哉委員、三田真史委員 

 

会議概要 

＜定足数＞ 

定款第 21 条第４項により成立した。 

＜議⾧＞ 

定款第 21 条第３項により川添理事⾧が議⾧となった。 

＜確認事項＞ 

前回の議事録（案）について確認を行い、原案どおり承認された。 

＜審議事項＞ 

１号議案 福知山公立大学地域経営学部及び情報学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ 

ポリシーの改正について 

   福知山公立大学地域経営学部及び情報学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ 

ポリシーの改正［審議１］について審議を行い、原案どおり承認された。 

   出席委員から次の意見があった。 

 カリキュラム・ポリシーは授業科目を並べるだけでなく、ディプロマ・ポリシーに掲

げる能力が身につくように設定する必要がある。 

 地域経営学部のディプロマ・ポリシーには「表現力」があってもよい。 

 情報学部のアドミッション・ポリシーを踏まえ、個別学力検査に数学を導入すること

を検討できないか。 

２号議案 福知山公立大学アセスメント・ポリシーの制定について 

   福知山公立大学アセスメント・ポリシーの制定［審議２］について審議を行い、原案どお

り承認された。 

出席委員から、教務委員会が教学アセスメントの実施主体（評価者）になることは適切で

はない、との意見があった。本アセスメント・ポリシーは内部質保証体制図に基づき各部局

が点検・評価を行うためのデータ及び資料収集の方針を定めることを主な目的とすることが

確認された。 
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３号議案 大学院の開設に向けた規程等の整備について 

   大学院の開設に向けた規程等の整備［審議３―１］～［審議３―３］について審議を行い、

原案どおり承認された。 

４号議案 組織改編について 

   組織改編［審議４］について審議を行い、継続審議とすることが確認された。 

・ 出席委員から、教員数が大学設置基準の最低基準を十分に確保されているとは言えな

い状況で、学部とは異なる汎用知基盤教育院（仮称）を新たに設置し教員を移すのは

何故か、との意見があった。学⾧から、汎用的な学習能力を育み涵養するためには専

門科目を担う学部とは異なる立場で、共通教育科目のカリキュラム編成や実施責任を

担う組織が必要であるとの回答があった。 

・ 出席委員から、情報系の学部が全国的に増加しており、他大学の情報学部との違いに

ついて高校への広報を強化すべきである、との意見があった。 

＜報告事項＞ 

（１）令和６年度予算編成方針（案） 

   令和６年度予算編成方針（案）［報告１］について報告があった。 

（２）大学院の設置認可及び入学志願者数について 

大学院の設置認可及び入学志願者数［報告２］について報告があった。 

（３）学友会等資産横領事案を受けた会計処理適正化の実施について  

学友会等資産横領事案を受けた会計処理適正化の実施［報告３］について報告があった。 

（４）学生の懲戒処分について 

   学生の懲戒処分［報告４］について報告があった。 

（５）令和４事業年度に係る公立大学法人福知山公立大学の業務の実績に関する評価結果 

について 

   令和４事業年度に係る公立大学法人福知山公立大学の業務の実績に関する評価結果［報告

５］について報告があった。 

（６）近況報告 

   近況報告［報告６］について報告があった。 

（７）令和５年度年度計画の進捗状況について 

   令和５年度年度計画の進捗状況［報告７］について報告があった。 

（８）令和５年度内部監査（臨時監査）報告 

   令和５年度内部監査（臨時監査）［報告８］について報告があった。 

（９）公立大学法人福知山公立大学における個人情報の取扱い及び管理に関する規程の改正 

について 

   公立大学法人福知山公立大学における個人情報の取扱い及び管理に関する規程の改正 

［報告９］について報告があった。 


